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25 51人のうち２５人主任CM

51 R6.12月時点 宮地4　太田3　松永1　桐山2　平井19　古田０　三宅０

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

2 2 30 0 0 0 0

0 0 0 0

3 2 30 1 28 1 25

4 0 0 0 0

2 14 2 30 3 56 6 90 4

15 10 1 2 2

24 10 1 4 2

12 8 12 2 2 2

延べ３ 延べ      1 延べ   3 延べ3（実3） 延べ3（実3） 3

1 2 2 30 0 0 1 19 2

30 127 50 35 35 2

4 4

10 247 12 250 5 132 9 225

0 0 0 0 0 0

7 127 0 0 2 26

0 0 0 0

3 15 2 588 4 760

0 0 0 0

3

2

4

87.2%

20

自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標

毎月定例で行うことで、
参加しやすい体制になっ
ていると思います。
継続して参加されること
も大切と考えますが、新
たな参加者獲得のため
に、周知啓発を一緒に考
えたいと思いますので、
引き続き連携して取組を
進めてください。

毎月定例の四つ葉教室で
は、開催時から定期的に
来られていたが状態悪化
等で来られなくなるな
ど、長期間開催している
ことで参加者の変化も見
られ始めている。次年度
の計画を高齢者が関心の
あるものや介護予防につ
ながるものを企画し、参
加者の増加など活性化が
課題。
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定期的に介護予防教室を実施され、参
加者も多く、継続することで効果が出
てくると思います。
また、新たな参加者を増やす工夫を考
えていただいているように、より多く
の市民が参加できる内容や周知方法、
場所なども継続して検討いただきた
い。

四つ葉教室は安定的に開催できてい
る。さらに参加者等が増えるよう、内
容や広報など工夫していく。
老人会などから出前講座等の依頼もさ
れるようになってきており、コロナ禍
前にかかわりのあった場にも声掛けし
ていく。

地
域

ケ
ア
会
議

個別地域ケア会議　延べ件数（実件数）

個別の地域ケア会議では今までも認知症
のケースが課題となっている。圏域の地
域ケア会議では、昨年度コミュニティ
コーピングについての学びから、具体的
取り組みにつながる方法についての検討
につなげていく。

包
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的
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続
的
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介
護
予
防

把
握
事
業

介護予防教室

毎月定例の四つ葉教室は、参加者が友人
を誘われたり、総合相談で対応した方に
紹介する等しており、３０人程度参加し
ている。今年度も継続して開催し、新し
い参加者が増えるよう、チラシの配布等
啓発に努める。
コロナ禍で休んでいた地域の集まりに対
して、教室等の提案をすることで地域に
負担のない形で再開のきっかけになるよ
う支援しており、引き続き働きかけてい
く。

出前講座

介護予防教室・出前講座以外の普及啓発活動

うち、他圏域との合同開催数

120

介
護
予
防

普
及
啓
発
事
業

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数
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高齢者自身が前回の結果
と比較し、低下又は向上
した機能の気づきに繋げ
ていただいています。
自身の気づきに併せて、
リハ職を活用するなど
で、セルフマネジメント
を促すような関わりにつ
いても期待します。

上記のうち総合事業につなげた件数

個別、圏域ケア会議とも
に概ね計画値通り実施さ
れています。
圏域ケア会議を実施する
ことで、新たな課題の把
握に繋がると思います
し、その課題の積み重ね
が重要と考えます。引き
続きの実施をお願いしま
す。

圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数

元気はつらつ教室利用者数（委託）

リハ職派遣や元気はつら
つ教室の活用が進まない
原因として、実際に体験
し理解する機会がないた
めではないかと考え、委
託を受けて頂けるよう包
括でのサポートに取り組
んだ。下半期では圏域内
の居宅包括連携会議
（1/16）を開催し体験
したケアマネジャーの事
例検討を行うとともに、
行政にもケアマネジャー
の現状を知って頂く機会
を作る事ができた。この
ような機会の継続が今後
も課題である。

圏域地域ケア会議では移
動の地域課題について、
バスやタクシーの社会実
験の情報共有やシミレー
ションを行い各校区の更
なる課題を抽出し、行政
に意見を届けた。参加者
を見直し新たな課題抽出
に取り組むことが課題。

自身の現状や介護予防の
ポイントを知って頂くた
め通いの場を中心に基本
チェックリストを行っ
た。次年度も同様に行
い、高齢者自身が昨年の
結果と比較しフレイル予
防等のきっかけに出来る
よう継続した啓発が課
題。

今年度の早い時期に、地域のケアマネ
ジャーに対して、事業の変更点などを
伝える研修会を実施してもらえたこと
は助かりました。
圏域ごとなどで勉強会や検討会を行う
ことは、理解を深めるには重要と考え
るため、引き続き地域のニーズに沿っ
た実施を期待します。

勉強会を活用して、元気はつらつ教室
やリハ職同行訪問事業の理解を深める
取組を進めいていただきたい。

圏域の課題である移動支援に対して、
既存の移動支援を活用しやすいように
情報整理及び情報共有を圏域ケア会議
にて計画されていることが評価でき、
効果を期待しています。

基本チェックリスト実施件数

教室や通いの場等で基本チェックリスト
を行い、高齢者が自分の状態を把握し介
護予防の必要性を考える機会とし、介護
予防の取り組み方を啓発する。

個別には認知症にかかわる課題が多
く、圏域としては昨年度の取り組みか
ら見えた移動手段の課題について、市
の事業を高齢者が活用できるかの実証
等を検討している。

教室や自治会でチェックリストを活用
して自分の状態をチェックし、介護予
防取り組みの啓発を行った。そういっ
た場で実施した方の中からは総合事業
にはつながっていないため、引き続き
周知に努める。

基本チェックリストの実施は、フレイ
ル状態の発見に繋がることと併せて高
齢者自身が自身の状態像を把握できる
普及啓発に繋がるため、引き続き積極
的に実施していただきたい。

2

2

当該年度活動実績に対する市
の講評

事例検討会

圏域内の居宅介護支援事業所との連携会
議では、「援助を深める事例研究」の手
法を研修し事例検討を行い、事例にかか
わる情報や時事問題等についても意見交
換やネットワークを構築した。介護予防
や元気はつらつ教室等の事業について、
研修や委託を通して引き続き理解が深ま
るよう取り組み、今後も引き続き研修や
情報共有していく。

１月に圏域内のケアマネ
を対象に連携会議を開催
し、元気はつらつ教室の
理解促進を図ってもらえ
たことが良かったです。
事例検討会が未実施のた
め、可能であれば残りの
期間で実施や来年度実施
に向けた検討を行ってい
ただきたい。
認知症の方の事例など、
様々な事例を取り扱う必
要はあると考えるが、は
つらつ教室の利用者を増
やすための事例検討会の
実施を期待します。

研修会（法定外研修含む）

ネットワーク会議（圏域地域ケア会議以外の
医療・関係機関等との意見交換の場など））

当該年度実績

元気はつらつ教室利用者数（直持ち）

元気はつらつ教室終了後ケアマネジメントB
算定件数（３か月後／６か月後）

当該年度活動内容のまとめと
課題

1

2

上半期の活動内容のまとめと課題

圏域内のケアマネジャーの意向を踏ま
え、保険者が門真市になったことによ
り事業の変更などについての研修会を
早期に開催した。各事業所の取り組み
についても情報交換しネットワーク作
りもできた。元気はつらつ教室につい
ては、センターの新職員の経験や理解
を進めつつ、委託することで委託先の
ケアマネジャーにも経験と理解が広が
るよう意識しており、引き続き後方支
援していく。

上半期実績
上半期実績に対する市の講評

門真市第4地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和６年度版）                                       

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 直持ちプラン件数 委託プラン件数ケアプラン作成数 委託率（％）

事業の内容
門真市目標値 前年度実績 活動計画

主任介護支援専門員の人数 令和６年3月 39 192231

介護支援専門員の数 令和７年3月(１２月請求） 29 197226

83.1%

資料１ｰ④



回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標
当該年度活動実績に対する市

の講評

当該年度実績 当該年度活動内容のまとめと
課題

上半期の活動内容のまとめと課題
上半期実績

上半期実績に対する市の講評事業の内容
門真市目標値 前年度実績 活動計画

10 100 26 279 30 300 6 58 7 66 2

3 15 16 183 20 200 10 118 20 186 3

2 200 1 10 0 0 0 0

0 0 0 0 6 281

13 211 15 250 16 213 16 213

1 5 1 15 1 10 0 0 2 20 4

2 1 2 0 0 2

1 5 1 5 0 0 0 0 2

1 9 1 10 0 0 0 0

0 0 0 0

3 30 0 0 6 288

0 0 0 0

2 50 1 25 1 28 1 28

1 150 0 0

4 212 2 50 0 0 3 67

0 0 1 150

1 5 1 20 1 5 0 0 0 0 2

1 0 1 0 3 4

1 8 2 20 0 0 5 99

0 0 0 0

1 130 1 100 0 0 0 0

0 0 0 0

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

1 1 0 0 0 0

4

2

4

3

4

4
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護
予
防
拠
点
の

開
発

2 10

1 5

今年度、初期チームに
ケース発動までの流れに
ついて、検討を行い考え
方の整理を行ったため、
引き続き積極的にチーム
発動に向けた取り組みを
お願いします。
認サポからステップアッ
プにつなげる仕組みにつ
いてもよいと思います
し、ステップアップから
認カフェに繋がる事例も
あるかと思います。

2か所立ち上がったこと
は、今まで住民の自主性
を啓発してきた結果だと
思います。
通いの場が立ち上がって
いない四宮校区を対象に
絞って次年度の活動を決
められているので、ＳＣ
と連携を図りながら、取
組を進めていただきた
い。
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10

2か所立ち上げに繋がった
ことは、素晴らしいと思
います。リハ職派遣やＳ
Ｃとの連携を行いつつ、
継続してもらうための支
援も引き続きをお願いし
ます。

認カフェの立ち上げやス
テップアップ講座につい
ては、実績がないが、実
施に向けて計画的に取り
組まれているため、残り
の期間や次年度に実施で
きることを期待します。
ジュニアについても、学
校での実施以外にも取り
組めるところを検討いた
だきたいと思います。

新規に立ち上がった通いの場や継続グ
ループ共に、引きつづき体力測定等で定
期的に関わり、活動を支援する。いきい
き１００歳体操以外の地域の集まりの活
動状況を把握し、教室開催等を提案する
ことで活動支援していく。

認知症サポーターステップアップ講座

うち、他圏域との合同開催数

ボランティア等養成及び活動支援

うち、他圏域との合同開催数

1

認知症サポーター養成講座を９月に計
画されているように、今年度の計画を
達成できるように実施をお願いしま
す。
ジュニアについても、学校での実施を
キャラバンメイト連絡会で検討を進め
ていますが、子供とその親（祖父母）
を対象とした認知症サポーターの実施
なども検討いただきたい。

ナーシングホーム智鳥を
活用し第５包括と共同開
催で認知症見守り教室を
四半期１回開催した。集
いの場の少ない地域課題
を解消し見守りのある地
域づくりを進めていく。
要介護認定後も支援に直
ぐにつながらない場合等
の介護者家族の健康や経
済的な相談にも意識的に
対応した。学校等へのサ
ポーター養成講座の提案
が課題。

通いの場の立ち上げと継続に努めるこ
とができた。長期間継続している場に
は、今年度からチェックリストの実
施・認知症サポーター養成講座・フォ
ローアップ講座を計画的に提案し、活
性化を図ることとしている。

体力測定にリハ職派遣ができるように
なり、書面から対面になった利点を生
かせるよう、リハ職との打ち合わせや
依頼を丁寧に行っていく。

9月に認知症サポーター養成講座を3
回・認知症見守り教室を1回企画してい
る。サポーター養成講座のテキストが
大幅に変わったため、パワーポイント
や誰でも講座ができる原稿作りなどに
取り組んでいる。自センター企画以外
の講座にもキャラバンメイトの職員を
派遣するなど、他のメイトとの協力に
も努める。

家族それぞれの事情に合わせた介護が
できるよう、勤務調整や転送電話な
ど、相談の方法や時間など臨機応変な
対応に努めている。
認知症の相談も多く、地域で暮らし続
けらえるよう認知症サポーター養成講
座の開催とフォローアップ研修をセッ
トにして計画的に開催する。

通いの場が増えたことで、総合相談や元
気はつらつ教室終了者をつなぐことがで
きるようになってきており、通いの場が
活発に維持されるよう、体力測定でリハ
職派遣等によって直接アドバイスしてい
ただき、活動継続の支援や参加者の意欲
向上を図る。

通いの場への専門職（リハ職等）派遣（派遣
回数と通いの場の人数）

ボランティア等養成及び活動支援

うち、他圏域との合同開催数

地域包括支援センターが関わりのある通いの
場の数と参加者数

年度内に立ち上げた通いの場数と参加者数

認知症初期集中支援チーム発動件数

認知症カフェ（立上及び開催支援）

1 10

1

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数

2

認知症サポーター養成講座を実施後、
ステップアップ講座も受講する仕組み
は積極的に実施、継続をしていただき
たい。

年度初めに通いの場の立
ち上げが２か所できた。
市民が自主的に立ち上げ
を希望されるよう、次年
度も立ち上がっていない
四宮校区を中心に日ごろ
からの啓発などいわゆる
種まきを行っていく。

通いの場にリハ職の方が出務いただけ
るようになってきているため、各団体
の意欲向上や活動内容の拡大などに繋
がるように積極的に活用をお願いしま
す。

いきいき100歳体操以外
の集まりの場の把握を行
い、出前講座や認知症サ
ポーター養成講座など会
の活性化や連携強化のた
めの関わりを増やすこと
が課題。

昨年度は、門真市社会福祉協議会の福祉
事業の一環として認知症サポーター養成
講座を中学生向けに開催し、座学と高齢
者体験を組み合わせ、市内のキャラバン
メイトや他包括の協力も得て他の中学校
でも活用できるメニュ―を作ることがで
きた。今後も様々な学校に広がっていく
よう啓発していく。

認知症カフェ立ち上げに向けて、見守
り教室やその後の方針までを計画して
いることは評価できます。
参加者の反応次第な部分もあります
が、立ち上げに向けて住民への促し
や、必要に応じて事業所等も巻き込む
とも意識していただきたい。

認知症初期集中支援チー
ムは活用検討中に医療に
つながる等の進捗があり
発動に至らなかった。認
知症サポーター養成講座
受講者の把握管理が出来
ずフォローアップの対象
者が絞れなかったが、今
年度計画的な開催体制が
作れ、次年度も継続す
る。第５包括との共同開
催認知症見守り教室から
認知症カフェについても
検討する。

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応した件数（計
画の記載は不要）

任
意
事
業

出前講座等を含めた普及啓発（家族介護教
室）

認知症見守り教室

出前講座等を含めた普及啓発（認知症見守り
教室）

1 5

認知症サポーター養成講座(ジュニア)

家族介護教室

認知症サポーター養成講座(一般)

介護者家族交流会(立上及び開催支援）

介護者家族健康相談

2 10

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業

通いの場の開催支援

認
知
症
総
合
支
援
事
業

就労や遠方に住んでいる等の事情のある
家族をはじめ、家族介護相談を臨機応変
に対応できるよう、引き続き日曜祝日・
夜間の転送電話や訪問対応をしていく。
認知症サポーター養成講座を引き続き開
催しつつ、次年度にはフォローアップ研
修をセットにして企画する等、受講した
だけにならないよう工夫する。


